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 研究要旨 
初発膠芽腫に対してホウ素中性子補足療法（BNCT）、X 線の分割外
照射、Temozolomide（TMZ）による化学療法の併用療法を行い、これ
までの X 線と TMZ との併用治療群と比較することにより、BNCT の有
効性と安全性を検証する多施設間共同研究に参加した。 

 

   
Ａ．研究目的 
腫瘍のみに選択的に放射線治療を行う
BNCTの臨床効果を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
大阪医大を中心とする多施設間共同研究
体制に入り、策定されたプロトコールに乗
っ取り、同意を得た患者にBNCTによる治療
を施行し、患者のフォローアップを行う。 
（倫理面への配慮） 
臨床研究プロトコールは大阪市立大学医
学部の倫理委員会によって審議され承認済
みである。患者には十分な説明を行い、同
意を書面で得た後に研究参加していただ
く。 
 
Ｃ．研究結果 
平成23年度は1名の登録ができた。 
71歳男性。左上下肢運動障害 右頭頂葉島
回部膠芽腫の患者。開頭腫瘍摘出術施行、
肉眼的全摘出となる。病理診断確定後、本
臨床試験登録し、BNCT施行した。その後、
プロトコール通りにテモダール内服、追加
放射線治療を行った。現在まで、テモダー
ル維持化学療法を継続し、再発や放射線性
壊死所見は認めない。 
平成24年度は1名の登録ができた。 
67歳女性。2012年10月に開頭腫瘍摘出術を
施行した左側頭葉腫瘍の患者。組織診断は
神経膠芽腫であった。Methionine-PETにて
腫瘍の浸潤範囲を確かめた。2012年11月に
BNCTを施行。施行途中、体動のため中止と
なっている。BNCT後の放射線照射と化学療
法を施行し、腫瘍の増大は抑制されている。 
 平成25年度はプロトコールを満たした症
例がなく登録ができなかった。 
 
Ｄ．考察 
有害事象は認められなかった。 

 Ｅ．結論 
プロトコールを順守し、症例登録に協力し
ていく。 
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